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０７年10月23日 

札幌市長  上田文雄殿 

｢敬老パス｣に関わる要望と懇談申し入れ 

 

 要望１ 限度額引き上げを０８年度から実施して下さい。 

 高齢者には、この間給付の削減と負担増が押し寄せ、節約をしなければ

ならない事態が進行しています。当然外出を控えるようになっています。

上限引き上げは急務であると思います。 

 住民税では、０５年度配偶者特別控除廃止３３万、０６年度老年者控除

廃止４８万・公的年金等控除２０万縮小、定率減税廃止、国保料算定方式

変更による引き上げ、税源移譲による住民税２倍化、非課税措置の廃止な

ど、課税ベースの引き下げで、増税と新たな課税者が生まれ強います。年

金額が２６０万円と変わらないのに、公租公課が２０万円から一気に４０

万円になった人もでています。驚くべき事です。 

 ０４年度からはじまった、負担増が、高齢者の生活を圧迫して預貯金ゼ

ロ世帯が増大しているのです。一刻の猶予も出来ません。高齢者の負担を

軽減し、外出を支援する体制を出来るだけ早く実施することが必要です。 

 要望２ 負担金は定率負担とすべきです。 

 限度額６万～７万円の負担金は２５％の試算であると言われています。

しかし負担率を引き上げるべきではありません。外出すればするほど負担

が増えるのであれば結局、外出を制限せざるを得ません。１枚当たりの負

担は公平にと考えれば、定率負担が最適でしょう。 

 要望３ 高齢者の意見を直接聞いて下さい。 

私たちは、高齢者が生き生きと街を歩き、社会活動に参加することが大切

だと考えています。当事者の意 

見を直接聞いて行政に反映していただきたいと思います。是非、懇談など

の機会を設けて下さい。 
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申請書送付対象者 214,212人 

交付申込者 163,090人 

申請率 76.1% 

総利用可能額 5,337百万円 

利用者納入額 1,001百万円 

０７年３月交付（9/20まで） ３月交付の内９月の追加交付 

（9/20まで） 

追加申請可能対象者 146,381人 

交付申込者 12,142人 

申請率 8.3% 

総利用可能額 221百万円 

申請書送付対象者 10,480人 

交付申込者 7,169人 

申請率 68.4% 

総利用可能額 137百万円 

利用者納入額 23百万円 

０７年９月交付（9/20まで） 

 札幌敬老パスを守る連絡会は、１０月１９日市の高齢

福祉課を訪れ、下記の要望書を渡し、懇談申し入れを行

いました。 

 懇談は１１月２日午前に行う予定です。（右下参照） 


